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平成 6年度国民栄養調査 成績 に つ い て

津田淑 江
＊

　平成 6年 11 月 に 行 わ れ た 国民栄養調査 の 結果 報告

が厚生省保健医療局よ り出さ れ た。同調杢 は ， 栄養改

善法 に 基づ き， 国民 の 身体状況，栄養素等摂取状況 の

実態を把握すると同時に栄養 と健康 と の 関連 を明 らか

に し，国民 の 健康増進対策等に 必要な基礎資料 を得 る
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こ と を目的 と して 毎年実施さ れ て い る D

結果 の 概要は以下 の とお りで ある 。

　1． 栄養素等 の 摂取状況

　  エ ネ ル ギー，炭水 化物 が 減 少 の 傾 向 に対 して ， 動

物性た ん ぱ く質 ， 動物性脂質は依然 わずか なが ら増加

傾 向

　  1 人 1 日当た りの 栄養素等摂取量 は カ ル シ ウム を

除 い て ほ ぼ適正 に あ る もの の ， 世 帯間格差 は か な り大

きい

　  エ ネル ギ
ー

摂取量 に 占め る脂質 エ ネル ギー
の 比

率 は 25％ を超 え，依然増加傾向

　  食塩 摂取量 の 全国平均 よ り高 い 地域 ブ ロ ッ クは

東北 ， 関東 1， 関東 II， 北 陸，中国

　  緑黄色野菜，乳 浮L製品 の穏や か な増加傾 向 に対

し，米 類，果実 ， 砂糖 ， 菓子 は 依然減少傾 向

　国民 1人 1 日 当 た りの 栄養素等摂取量 は，前年 と比

べ て横ば い もしくはわずか な増加が み られ る 。 1975年
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Fig．1 栄 養素等摂 取 量 の 年 次 推 移 （1975＝100）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fig．3

に おけ る それぞれ の 摂取量を 100 と した年次推移 をみ

ると，
エ ネ ル ギー

， 炭水化物の 摂取量は減少の 傾向に

ある （図 1）。一
方 た んぱ く質 ， 脂質 の 動物性 比率は依

然わずか な が ら増加傾向が み られ る （図 2）e 　　 ，

　調査対象 の 栄養素等摂取暈 を平均栄養所要量に対す

る充足率で み る と ， カ ル シ ウム 以外の 栄養素等に つ い

て は所要量 を上 回 り， 平均的には適 正 な摂取 レ ベ ル で

あ る 。 しか しなが ち，平均的に は 適 正 な摂取 レ ベ ル に

あ る エ ネ ル ギー摂取量 も個 々 の 世帯別 に み る と ， 所要

量を 20％ 以上上 回 っ て 摂取 して い る世帯が 23，6％ あ

る反面 ， 所要量を 20％ 以上下回 っ て い る世帯 も 10．9

％ 見 られるな ど， 世帯間 に 格差 が み られ る （図 3）。ま

た
， 摂取エ ネ ル ギ

ー
に 占め る た ん ぱ く質， 脂質 ， 糖質

の 溝成比は，糖質エ ネル ギ
ー

比率が依 然減少傾向にあ

る の に 対し，脂質エ ネル ギー 比率は，1988年以降，適
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栄養所要量 に対 す るエ ネ ル ギ
ー

摂取量 の 充足状 況

正 比率 の 上 限と さ れ る 25％ を超え，漸増の 傾向 を示 し

て い る（図 4）。 特に ， 大都市部では 27．1％ とな っ て い

る。．

　カル シ ウ ム につ い て も， 所要量 を下 回 っ て い る世帯

階

鵬 罪 　 覗

難響

90

6．0

；繭

・ − 1＿ ・詔 ＿ 韆 蠶
　 　 　 働 　　　　　　209G　　　　　40PS　　　　　6晩 　　　　　　80 ％ 　　　　　1009S

蹴 んばく胆 NVi 「一！総エネ輝 一mzait ：ネルギ欄 埀ネ蟹 ＝
醂 賢ZZ 丿bS −〆亟 亜辜ヨ

Hg ，4　エ ネル ギーの 栄養 素別摂取 媾成 比

4
11．8TO

．2

7．15

，8

3．82
．82

．…
1．5

　 　 　 　 　 　 　 1．00．9
　 　 0．6
　　 　　 0．3NOO

訳

藁

」

一
 

O
〜

　
率

　

　

　

　

　

足

一
G・
°

〜

僥

一
刈
O
〜

一
 
Q
〜

一
朝
O
〜

一鼻
O
〜

一
ω
O
ε

一
NO

〜

＝
O
〜

一
〇
〇

〜

 
O

〜

coO

〜

NO

〜

 
O

〜

甲

O
〜

“

O
〜

切

O
〜

WO

鵠
箝
耕

Hg ．5 栄養所要量 に対 す る カル シ ウ ム 摂取量 の 充足状 況
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Table　1．性
・
年 齢 階 級 別 総 コ レ ス テ ロ

ー
ル の

　　　　 平均値，標準偏差

　　　　　　　　　　　　　　　　 （9・dD

男 女
年 　齢

平 均 値 標準偏差 平 均 値 標準偏差

総 　数 198．136 ．33199 ．737 ．71

20− 29歳 181．733 ．66 ／83．435 ，10

30〜39歳 ユ97．934 ．92 ／86．934 ．40

40− 49歳 2〔16，53723201 ．132 ，36

50− 59 歳 200 ．034 ．912 工8．936 ．29

　 3， 食生活状況

　  20歳代，30歳代 の 若 い 年代層ほ ど，カル シウム 給

源 食品 の 摂 取頻度が 低 い 傾 向

　  カ ル シ ウ ム 給源食品の 摂取頻度に か か わ らず， カ

ル シウム が多く含 まれ て い る食品 として あげ られた も

の の うち，圧 倒的に 多い の は 牛乳，小魚

　  「ふ だ ん の 食事で カ ル シ ウ ム が 充分 に とれ て い る

と思 うか」の質問に対 し， カ ル シ ウム 給源食品 の 摂取

頻度が低 い ほ ど 「とれて い ない 」， 「わか らな い 」が 多

い 傾向

　  食事に 関す る知識や情報 と して，全体で上位 を占

めたの は「テ レ ビ ・ラ ジ オ」， 厂雑誌」， 「家族」， 「新聞」。

カル シ ウ ム 給源食品 の 摂取頻度が低 い ほ ど，得て い る

情報が 少 な い 傾向

　  カ ル シ ウム 給源食品 の 摂取頻度が 低 い ほ ど ， 欠食

や外食 が 高頻度で 出現

　  朝 ・昼 ・夕食 い ずれ もカ ル シ ウ ム 給源食品 の 摂

取頻度が 低 い ほ ど，主 食， 主菜，副菜 を 「毎 日」食べ

る者が 低率

　  「カル シ ウ

ム
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Fig．10　朝 ・
昼

・夕食別 　主食 ・主菜 ・副菜 の 摂取状 況

バ ク質 か ら の エ ネ ル ギーバ ラ ン ス の とれ た優 れ た もの

だ 。 しか し現在 の 若年層 の それ に は 日本 の 伝統的食生

活 の 良 さは見 られ な くな っ た。今 回 の 国民栄養調査の

結果を見る と，む しろ カ ル シ ウ ム の 不足傾 向や，食塩

摂取量減少 の 鈍化 ， 脂肪エ ネル ギー比 の 増加な ど多く

の 問 題 が 見 られ ， さ らに加 工 食品 の 普及や外食の 増加

などに 伴 い ，主食 として の 穀類摂取量の 低下や ，献立

の 種類の 均一化の 問題等も進行 して きて い る 。 多くの

栄養教育 の 課題 が 示 された と言 えようe
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